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381　　　Ga－67の体内分布と鉄代謝
　中野俊一一・一、長谷川義尚，井深啓次郎，橋詰輝已

　野口敦司　（大阪府立成人病センター，RI科）

　置塩達郎，石上重行　（同，内科）
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ハムスター胎児細胞の癌化と67Ga－ci七rate

およびi2『1・－transferrinの集積の変動

　　村中　明，沢井通彦，斎藤純一，伊藤安彦

　　　　　　　　　　　　　　　　（川崎医大　核）

　腫瘍スキャンに用いられるGa－67の生体内分布

は鉄代謝の影響をうける・我々は臨床例において

Ga　一　67の体内分布と血清鉄（SI）及び不飽和鉄結

合能（UIBC）との関係をしらべており，一昨年の

本学会においてGa－67の尿中排泄率がUIBCと負
の相関を示すことを報告したが，今回は　肝，脾

骨及び腫瘍への集積とUIBCの関係にっいてしら
べた。症例は肝腫瘍，悪性リンパ腫・頭頸部腫瘍

など計65例で，Ga－67，3mCi静注72時間後に
肝，脾の正面像及び背面像をデータ処理装置に収

録し肝右葉上部，脾，胸椎，腫瘍及びバックグラン

ドとして肺野に関心領域を設定し，絵素あたりの

カウント数を計測し．それぞれのカウント数のバ

ックグランドに対する比を算出した・

　肝の放射活性はUIBCと正の相関を示した（
r＝O：73，p＜O．01）。とくにUI　BCが300　r／dt以

上の例では著明に集積しtそのため腫瘍への集積

が不明な例があった・脾及び胸椎の放射活性は

UIBCとの間に相関をみとめなかった。

　67Gaの腫瘍集積に関して，67Ga－citrateと1251－trans－

ferrin（Tf）の腫瘍細胞における動態は異なっており，

Tf以外の因子の関与も考えられることを報告してきた。

今回，ハムスター胎児（HE）細胞を用い，4NQOによる肥

細胞の癌化とGaおよび1－Tfの集積の変動を検討した。

4NQO処理により七ransf・r’rnした細胞（IIEA－・3）は，正常HE

細胞（normal　as）と比較し染色体数が著明に増加してお

り，また．ハムスターチークボーチへの移植により腫

瘤形成能が認められた。HEA－3のGa　uptakeは，nomal

HEに反して，培地中のTf濃度を0から50～IOOIi　9／fitに

増加すると約2倍大になった。しかし，HEA－3のエーTf

up七akeは，　normal　HEと比較し，　t・yp8in処理の有無

にかかわらず大にならなかった。従って，細胞の癌化

に伴うGa　uptakeの変動は，細胞膜のTf　r6ceptor数

の変化よりはむしろ他の因子（たとえば，細胞表面よ

りGaを細胞内へ取り込む機構等）の変化によるもの

と考えられる。

383　　　Ga＿67とフェリチンとの結合について

　　中村佳代子、河口　肇、折井弘武（都臨床研、

　　核医）

384　　　細胞内におけるGa－67の動態について

　　中村佳代子、河口　肇、折井弘武（都臨床研、

　　核医）

　細胞内のGa－67分布におけるフェリチンの役割を明

らかにするべく、各種条件下にてフェリチンとGa－67

との結合性を検討した。

　in　vitroにおいてラットの肝、脾フェリチン（Feを

含む）とGa－67とは結合したが、心、腎フェリチン

（Feを殆んど含まない）との結合は認められなかった。

アボフェリチンはFe（＋還元剤）が共存して初めてGa

－67と結合した。フェリチンとGa－67との結合につい

ては還元剤の存在下ではフェリチンのアポ化により逆

に低下が認められた。トランスフェリン（Tf）、クエ

ン酸塩の共存もGa－67とフェリチンとの結合を抑制し

たが、この事はFe－59との結合についても同様であっ

た。一方、Fe－59－TfはATP／クエン酸塩存在下にお

いてFe－59を遊離したが、同一条件下にてGa－67－T　f

からのGa－67の遊離は認められなかった。以上の結果

はGa－67とフェリチンとの結合にはフェリチン内のFe

のコアと遊離したGa－67を必要とする事を示している。

更に、Ga－67とFe－59との結合性における違いは細胞

内にてフェリチンがGaとFeとを分ける重要なポイン

トの一つである事を示唆するものである。

　Ga－67の集積機序は血液中の輸送、膜の透過、細

胞内での移動、蓄積の主に4つのComponentsから成

り、そのいずれにも多くの要因が関与している。特K

Fe、　Feキレート剤の影響は全てのComponentsに及ぶと

考えられ、各々を明らかにする為に今回は細胞内の分

布に主に焦点をあてた。即ち、肝ホモジネートとGa－

67とをineubat　ionし、各オルガネラへのGa－67の分布

とFe、　Feキレート剤の影響を検討した。

　Ga－67は静注後に分画して得られた結果と同様、ラ

イソゾーム（Ly）への蓄積が認められた。Fe剤の添加

はLy内のFe含量に大きな変化を与えたが、その程度

はFe剤の種類により一定ではなかった。又、　Feキレ

ー ト剤の影響はLyに限る事なく、各分画に及んでいち

これ等Fe関連剤による各分画（特にLy）内のFe含量

の増減はGa－67分布量に大きな影響を与えた。これ等

の結果はFeの動態が血中だけでなく細胞内においても

Ga－67の蓄積過程を大きく左右する事を示すものであ

る。

　同様の方法を肝以外の組織についても応用し、その

結果も併せて報告する。
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